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会議次第 

 

 

 

 

 

 
 

 

１ 開会 

２ 議題 

（１） 専門分科会長の選出について 

（２） 職務代理者の指名について 

（３） 民生委員・児童委員候補者の審査について 

３ 報告案件 

 民生委員・児童委員の一斉改選の概要について 

４ 閉会 

 

 

 
 

 



審   議   経   過       （１／１） 

 

 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

会議冒頭において、議題（１）から（２）及び報告案件については公開の会議とし、 

議題（３）について、非公開の会議と決定した。 

（１）専門分科会長の選出について 

 

    互選により戸塚委員が専門分科会長に選出され、戸塚会長のあいさつの後、 

 

    会長により議事が進行された。 

（２）職務代理者の指名について 

   戸塚会長より大久保委員が職務代理者として指名された。 

３報告案件 民生委員・児童委員の一斉改選の概要について 

民生委員・児童委員の一斉改選の概要について説明 

   ○政令市でも定数にずいぶん差があるようだが、何を根拠に決定しているのか。 

  ●国の基準では２２０～４４０世帯に１人の割合で民生委員を配置することとされて 

   いる。相模原では約３６０世帯に１人となっており、４００世帯を下回るようにして 

   いる。 

   ○他の政令市と比較して民生委員１人の担当世帯数が多いとすると、単純に充足率だけ

では比較できないのではないか。 

  ●定数の決定にあたっては、地区の民生委員児童委員協議会と協議のうえ、地域の状況

も考慮している。 

○欠員のある地区は誰かが代わりに担当しているのか。 



 

●隣接地区の民生委員や地区の会長が担当している。現在も引続き欠員補充を行い、 

現員数は５月１日には９０８人になる予定である。 

○５月１日現在では９７．６３％となり、一斉改選時の政令市の充足率で比べると 

２位になる。 

○相模原のように毎月新任者の委嘱をしている市は珍しいと聞いている。 

●それが政令市になったメリットである。一般市の場合は都道府県に進達をするため 

都道府県のスケジュールに左右されてしまうが、政令市は直接国に進達するので、 

毎月の委嘱も可能である。 

（３）民生委員・児童委員候補者の審査について 

 （公開しない会議） 民生委員・児童委員候補者を適任者として決定 

 

以上をもって閉会とした。 
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